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 Observations were carried out on three common species of Hydroides on the coasts of Na-
gasaki City. For rearing them, Chaetoceros calcitrans, Chlamydomonas  sp., or Dunaliella 
tertiolecta was used as food. 
 Diameter of 20 eggs averaged  66.9±1.5µ for H. fusicola,  62.9±1.5µ for H. ezoensis and 
 53.2±1.3µ for H. elegans, respectively. The respective larvae settled in 10, 7 and 6 days 
after fertilization at the water temperature of 19.0-23.3°C. 
 A couple of female and male  of H. elegans was reared singly, from egg, for over 7 
months, and the spawning was observed 17 times. Five females among the individuals of 
filial generation of that couple grew on the average to 33.5±3.4 mm in tube length in 20 
days after fertilization.
長崎に棲息するカ ンザ シゴカイ科Hydroides属 の
3種,H.fusicola,H.ezoensisお よびH.elegans
を用い,そ れ らの室 内飼育による発生 ・成長 な らびに
成熟 の観察を行い,若 干の知 見を得たので ここに報告
する.
本研究に当た り,試 料の採集に多大の便宜 と配慮を
賜わ った西海区水産研究所 山下秀夫博士 および有益 な
助言を与え られた本学部吉越一馬助教授,飼 育 と測定
に大 きな協力を願った古賀祐子氏な らび に餌料の培養
に関 し貴重 な指導を頂 いた本学 部右 田清治 ・平山和次
両教授に対 し厚 く感謝の意を表す る.
材 料 と 方 法
1.Hydroides属3種 の発生
材料には,1980年5月 中旬か ら10月下旬 にかけて,
毎月大潮干潮時 に,野 母,国 分町(西 海 区水産研究所
桟橋),香 焼 および東望か ら採集 した個体を用いた.
採集物は実験室 に持ち帰 り,海 水で数 回洗浄 し異物 を
取 り除いた後,循 環 沸過式水槽 内で飼育 した.な お,
これ らは,採 集後1～2ヵ 月の間は受精実験 に用 いる
ことがで きた.





発 生が進み,幼 生が活発 な遊泳運動を始め るプロ ト
ロコフ ォア期 に達 した頃か ら,投 餌 および通気飼育を
開始 した.餌 料 としてChaetoceross calcitranssを 用
い,餌 料密度 を一定 とするため,毎 日換水 ・投餌 を行
った.こ の場合,密 度 の計算には,Thomas血 球計算
盤を使用 した.Wisely(1958)は,本 種 と同属 のH.
noroegicaを用 いて水温20ｰCで の発生実験を行 って
いるため,本 実験 の飼育水温 も20ｰC前 後 に保つ よう
に留意 し,5～7月 上旬では室温,そ れ以降は恒温槽
内で飼育 した。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22 松 尾 ・高: Hydroides
世 代　 前述のよ うに初回有効産卵が受精後40日 前
後で起 こ り,成 熟 の早い個体では30日 程度の こともあ
り得る と推定 され るので,比 較的高水温の時期 には1
世代の長 さが1ヵ 月足 らずの場合 もあると思われ る.
3.H.ezoensisの 成長
1と 同様 の材料を用 い,H.ezoensis10個 体 の棲管
長 と棲管 幅を付着後60日 の間定期的に測定 した.餌 料
にはChaetocerosを 用 い,投 餌量は2と 同様 と した.
飼育期間中の水温は18.9～25.4ｰCで あった.
実験 の結果,付 着10日 目までの棲管 長の伸びは200
～400μ/日であったが,10日 目以降 では500～800μ/日
とな り急激に増加 する傾 向にあ った.こ れは,成 長 に
伴 い鯉糸が発達 し,摂 餌機能が旺盛になるため と考 え
られ る.棲 管幅は,実 験 期間中10～38μ/日 の間で伸び
が 見られた(初 回有効産卵は受精後82日 目).
なお,供 試3種 の幼生 の付着には著 しい群居性(同
種の個体の存在 によって付着が助長 され る現象)が 見
られた.こ の原 因と しては,平 野(1977)も 述べてい
るよ うに,幼 生 が付着す る場合に分泌す る粘 液物質
が,次 に付着 しよ うとす る幼生に対 し,付 着の手がか
りを与え るのでは ないか と 考え られ る.な お,平 野
(1977)は,付 着 に関す る化学的要因として,フ ェロ
モンの存在 の可能性 も挙げてい る.
要 約
長 崎 に棲 息 す る カ ソザ シ ゴ カイ 類Hydroides属 の
3種,H.fusicola,H.ezoensisお よびH.elegans
を 用 い,そ れ らの 室 内 飼 育 に よる発 生 ・成 長 な らび に
成 熟 の観 察 を 行 った.
1)同 一 条 件 下 で 供試3種 の初 期 発 生 を 比較 した 結
果,種 に よ る差 は 卵 径 と変態 の速 さに 認 め られ た.
す な わ ち,卵 径 は,H.fusicola66.9±1.5μ,H.
ezoensis 62.9±1.5μ,H.elegans53.2±1.3μ で あ
り,変 態 は,H.elegans,H.ezoensis,H.fusicola
の順 に早 く遂 げ られ た.
属 の発生 ・成長 お よび成熟
2)餌 料密度段階別 にH.fusicolaの 幼 生を 飼育
した結果,Chaetoceros 20×104cells/mlの 場合 に付着
数が最大 とな った.一 方,50×104cells/mlで は付着
数 の減少が見 られた.
3)H.elegansの 放 出卵か らの2世 代 に わたる飼
育 を,保 温 しつつ3種 の餌料を混用 して行 い,そ の成
長 ・殻蓋の形成過程 ・成熟 ・産卵間隔 ・産卵 回数等を
観察 した.7ヵ 月間以上飼育 した第1世 代の雌雄各1
個体では約5ヵ 月の間に17回 の産卵が行われ,そ の う
ち12回 が有効産卵 であった.こ の雌雄か ら生 まれた第
2世 代の うち5個 体の雌では受精後20日 目にその棲管
長が平均33.5±3.4mmと なった.
4)H.ezoensisの 棲管の成長 を観察 した結果,付
着10日 目までの 棲管長の伸びは200～400μ/日 であっ
たが,10日 目以降では500～800μ/日 とな り急激に増
加す る傾向にあった.棲 管幅については,実 験期間中
10～38μ/日 の間で伸びが見 られた,
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